
１．医療IDの利活用に向けてコードの標準化を急ぐ

– 疾病･診断･処置･アウトカム、患者･医療機関･医師、
医薬品･医療機器

– 検討中の代理機関（仮称）制度の取組みに期待

– コードの標準化作業は一足早く並行して準備して欲しい
ICT活用の必要条件

– 導入促進に医療現場へのインセンティブ

– 医療の質の評価、費用対効果による医療資源の適正化
DPCデータ活用による医療の見える化、施設毎のベンチ
マークを通した治療成績の改善

第12回 健康・医療戦略 参与会合資料

（一社）日本医療機器産業連合会
会長 中尾 浩治

1/2

資料６



２．「健康寿命の延伸」の国民運動

– こころに響く言葉を 「いきいきエイジング」

３．KENKO企業会

– 社員数62万人、家族を入れると120~130万人
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